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【書籍】
１．日本弁護士連合会消費者問題対策委員会編『キーワード式消費者法事典』（民事法研究会　2006）
２．日本弁護士連合会編『消費者法講義　第２版』（日本評論社　2007）
３．木村道弘・前田陽二・宮崎一哉『電子文書保存のしくみと実務──記録管理の基本と標準化　第
２版』（中央経済社　2008）
４．四宮章夫・相澤光江・綾克己『破産法の理論・実務と書式　事業者破産編　第２版』（民事法研究
会　2008）
５．ヨシュア・ドレスラー〔星周一郎訳〕『アメリカ刑法』（レクシスネクシス・ジャパン　2008）
▷・編・集・後・記・◁
　今号では，３月で本学を退職される山本和昭先生に，2010年２月３日に開催いたしま
した法学研究所との合同研究会でのご報告を基に，「法科大学院における刑事法科目の教
育」と題して法科大学院における法曹教育のあり方についてご執筆いただきました。研
究会当日は，多数の方々にご出席をいただきまことにありがとうございました。法学研
究所の田邊事務局長をはじめご協力いただいた関係各位に対しまして，この場をお借り
いたしまして心より御礼を申し上げたいと存じます。
　また，本学法科大学院准教授の滝沢誠先生には，「オスナブリュックと比較法」として，
昨年12月にオスナブリュック大学（独）に新設されたヨーロッパ・国際刑法学センター
の記念式典に参加した折に感じられた，刑事訴訟法における比較法研究の問題について
論稿をご寄稿いただきました。ご多忙にもかかわらず貴重な論稿をお寄せくださいまし
た両先生に対しまして，あらためて御礼申し上げたいと存じます。
　今年は，本学元総長今村力三郎先生が弁護人としてかかわった大逆事件から100年にな
ります。そこで，『大逆事件と知識人』と題した公開シンポジウムを２月６日に開催し，
大逆事件について研究しておられる方々をお招きして，お話いただきました。当日は，
100名を超える多数の方々にご出席をいただき盛会裡に終了いたしました。この場をお借
りいたしまして心より御礼を申し上げます。今後ともみなさまのご支援・ご協力のほど
よろしくお願いいたします。当日の内容等については，いずれ当研究室から何らかの形
で公刊する予定でおります。 ［事務局　岡田好史］
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